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■ 「ＧＸ」とは、グリーントランスフォーメーションの略で、化石燃料中心の産業構造・社会構造を
環境への負荷が少ない再生可能エネルギー中心へ転換する取り組み。

■ 道では、道内各地の多様な再エネのポテンシャルを活用し、国内外から投資を呼び込み、再エネ供給
拠点のみならず、再エネの利活用拠点として、全道域でのＧＸ産業の集積や地域振興を図っていく。

3
｜「ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）について

出典：Team Sapporo‐Hokkaido ＨＰ

洋上風力発電について

出典：Team Sapporo‐Hokkaido ＨＰ
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｜北海道松前沖促進区域の概要

5

※出典:資源エネルギー庁

促進区域の概要

■
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※出典:資源エネルギー庁
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※出典:資源エネルギー庁
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｜洋上風力発電事業に係る地元企業参入の可能性について
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｜松前町洋上風力発電事業の投資規模について（見込み）

※事業費は北洋銀行様ＩＲ資料より渡島総合振興局が推計
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｜秋田県 港湾区域内における洋上風力発電について

■ 秋田県ではまずは港湾区域内における洋上風力発電の先行的な導入を目指し、平成25年度に秋田
港及び能代港における適地を選定し、平成26年度に発電事業者を公募により選定

適地面積 秋田港 約３５１．４ｈａ
能代港 約３７８．０ｈａ

公募期間 平成26年12月
選定事業者 丸紅株式会社

※事業実施主体となる特別目的会社（ＳＰＣ）
「秋田洋上風力発電株式会社」を設立
丸紅、大林組、東北電力、コスモエコパワー、秋田銀行、
関西電力、中部電力、大森建設、加藤建設、寒風、協和石油、
沢木組、三共（太字は県内企業13社中7社）

発電規模 秋田港 4.2MW×13基 ＝ 5.4万kW
能代港 4.2MW×20基 ＝ 8.4万kW

風車メーカー Vestas（デンマーク）
運転開始 令和４年12月（能代港）、令和5年1月（秋田港）

秋田港・能代港での公募

合 計
約14万kW

※秋田県提供資料から渡島総合振興局が作成 （2025.7現在） 能代港港湾区域内の洋上発電
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※秋田県提供資料 （2025.7現在）
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※秋田県提供資料 （2025.7現在）※秋田県提供資料 （2025.7現在）

ヒアリングの内容
○ 現在、登録されて

いる事業者は、県内
企業約200社

○ 大手ではなく地元
の土木・建築業など
が中心

ヒアリングの内容
○ 組織体があるのでは

なく、県内企業に関連
する情報を発信

○ 分野ごとのマッチン
グは、電気分野、鉄鋼
部品など業種を絞った
形で、より詳細な情報
発信するためのもの

○ ある程度、発注が見
えてきたら、個別マッ
チングという流れ
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ヒアリングの内容
○ 事業者が公募に
応札する段階で地
元のサプライ
チェーンは、ある
程度想定して公募
計画を作るので、
このガイドブック
を見て、地元企業
も使おうと思って
くれれば良いとい
う思いで作った。

※秋田県提供資料 （2025.7現在）
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※秋田県提供資料 （2025.7現在）

ヒアリングの内容
○ 現在の取組とし

ては、学生の人材
育成として、学校
にも風力発電を、
地場の産業として
興味を持ってもら
いつつ、学校自身
の取り組みとして、
事業を実施したい
と考えている。
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※男鹿市提供資料から渡島総合振興局が作成 （2025.7現在）

｜男鹿市「船川港における港湾機能の強化」の取組について

１ 男鹿市の概要
人口 ２万3,146人 （令和7年3月時点）
面積 240.09平方キロメートル
産業 農業、漁業、観光業、建設業など
基本情報
・なまはげの里として知られ､「男鹿のナマハゲ」は、ユネスコ

無形文化遺産｢来訪神:仮面･仮装の神々」の一つとして登録
・男鹿半島は地質学的に高い価値が認められる､「男鹿半島・

大潟ジオパーク」として認定

■ 男鹿市では、秋田県沖の洋上風力の建設を見据え、静穏度も高く、基地港湾である秋田港・能代港
の間に位置する地理的優位性を活かして船川港の港湾機能の機能強化を図るなど、港湾を核とした産
業の活性化を進めている。

男鹿市の概要

２ 洋上風力発電における男鹿市の位置づけ
・男鹿半島の海岸線は、男鹿国定公園に指定されているため、
洋上風力は建てない方向で整理

・秋田港・能代港の間に位置する地理的優位性を活かして
船川港の機能強化に取り組む
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｜男鹿市「船川港における港湾機能の強化」の取組について（続き）

○ 船川港港湾ビジョンの策定（抜粋）
１ 洋上風力発電事業推進の一翼を担う港湾機能の強化

・ 基地港湾を支える補完港としての機能発揮
・ 船川港に近接する促進区域におけるO&M港としての機能発揮
・ 大型風車や浮体式施設の導入等を支える港湾機能の強化

２ 船川港を核とした地場産業の振興
・ 地元企業の洋上風力発電事業等への参入促進
・ 再生可能エネルギー関連企業等の誘致
・ 港湾機能の強化に伴う地場産業の事業拡大と新分野進出 など

港湾機能強化の取組概要 ヒアリングの内容
○ 船川港は、整備が終

わった港という扱いっ
たが、秋田・能代が基
地港湾となり、船川港
も整備が必要だという、
機運を高めるためにも
ビジョンを策定して、
県に訴え、県からも国
に訴えてもらう取組を
やってきた。

※男鹿市提供資料から渡島総合振興局が作成 （2025.7現在）
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｜男鹿市「船川港における港湾機能の強化」の取組について（続き）

男鹿市の人材育成の取組

ヒアリングの内容
○ 男鹿海洋高校のプール

を使って訓練を実施。海
洋高校と訓練センターは
ガラスで区切られている
ため、生徒が訓練の様子
を見ることができ、それ
によって卒業後に洋上風
力の関連会社に就職する
好循環も生まれている。・洋上風力の訓練センターで年間1,000人の受講者が受講

・視察などで外国人を含む多数の人が男鹿を訪れる

【訓練施設開設の効果】

※男鹿市提供資料から渡島総合振興局が作成 （2025.7現在）
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｜男鹿市「船川港における港湾機能の強化」の取組について（続き）

男鹿市の宿泊施設誘致の取組

○ 男鹿市における宿泊施設誘致の状況
エリア 名 称 客 室 オープン

船川港周辺 ビジネスホテル 161室 令和８年３月
宿ひるね ８室 令和６年６月
森⾧旅館 20室 令和７年４月
ホテルかぜまちみなと 14室 令和７年６月

南海岸 山人 －oga－ 16室 令和７年５月
東海岸 ホテルパークテラスＯＧＡ 20室 令和７年３月

男鹿の屋 16室 平成30年９月
※男鹿市提供資料から渡島総合振興局が作成 （2025.7現在）

※男鹿市提供資料 （2025.7現在）

ヒアリングの内容
○ 宿泊事業を考える時に、洋上での需
要がどこまで続くのかというのが正直
ある。建設の時はあると思うが、その
後O＆Mがあるにしても建設時のピー
クが維持できるかは不透明。

○ 宿泊事業者には、洋上の需要も狙っ
ているが、観光需要も自分たちで作っ
ていくと話している。
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※能代市提供資料から渡島総合振興局が作成 （2025.7現在）

｜能代市「エネルギーのまち能代」の取り組みについて

１ 能代市の概要
人口 ４万6,630人 （令和7年5月時点）
面積 426.95平方キロメートル
産業 木材・木製品製造業、農業、観光業など
基本情報
・古くから天然秋田杉の産地として知られ、木材加工業者の数や

加工技術の高さから､「東洋一の木都」と呼ばれた
・全国優勝58回を誇る名門「能代工業高校バスケットボール部」

の活躍もあり、バスケの街としてまちづくりを推進

■ 能代市では、日本の洋上風力発電事業のフロントランナーとして「エネルギーのまち」を推進し、
全国に先駆けて能代港港湾区域内で洋上風力発電所の営業運転を始めており、あわせて産業振興や
雇用創出、人材育成及び地域活性化などの取り組みを進めている。

能代市の概要

２ 洋上風力発電における能代市の位置づけ
・令和４年12月に能代港港湾区域内で全国初となる洋上風力
発電の商業運転を開始

・能代港が港湾法における基地港湾の指定を受け、現在、ふ頭
用地の造成や岸壁等の地耐力強化などの整備を進めている
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※能代市提供資料から渡島総合振興局が作成 （2025.7現在）

｜能代市「エネルギーのまち能代」の取組について（続き）

１ 秋田洋上風力発電株式会社
■ 能代市下浜地区に運転管理事務所と倉庫を建設。作業員を海上輸送

するアクセス船（CTV）の安全運航を管理
・操業開始 2016年４月
・人 員 ６名（2023年現在）

産業振興・雇用創出の効果

２ Akita OW Service株式会社
■ 秋田洋上風力発電事業における建設工事並びにメンテナンスに係る

交通船業務
・操業開始 2019年10月
・人 員 18名（2024年現在）

３ ベスタス・ジャパン株式会社
■ 風車メーカー、風車の定期・不定期点検、修繕などフルメンテナンス

を担う。現地のオフィスは作業員７名中４名が地元採用
・操業開始 2022年12月
・人 員 20名（秋田Ｏ＆Ｍベースを含む、2023年現在）

ヒアリングの内容
○ 秋田洋上風力発電株式会社の本社事務所には関連企業の人員を含め、常時約100名
ほどが常駐し業務を行っている。
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※能代市提供資料 （2025.7現在）

｜能代市「エネルギーのまち能代」の取組について（続き）
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｜能代市「エネルギーのまち能代」の取組について（続き）

※能代市提供資料 （2025.7現在）
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｜（仮称）｢洋上風力ビジネスフォーラム in 函館」について

イベントの概要

■ 松前沖・檜山沖での洋上風力発電の展開を見据えて、函館・渡島・檜山管内企業を中心とした道内企
業が、洋上風力産業に必要な資格・設備等の情報を把握し、具体的な参入イメージを持てるように講演
及びワークショップを実施する。

■ 日 時 : 令和７年（2025年）10月25日（土）13:00 ～ 16:30
■ 場 所 : 函館アリーナ（メインアリーナ）
■ プログラム（案）

第１部 （13:10 ～ 14:30）
基調講演 洋上風力の最新動向と参入・

育成に向けた支援について
技術講演１ 港湾の活用にかかる現状と

展望について
技術講演２ 洋上風力の人材育成と地域

連携の必要性
洋上風力に関する連携組織体の設置について

実施主体 北海道（経済部、渡島総合振興局、檜山振興局）、函館市、函館渡島檜山ゼロカーボン北海道推進協議会
協力 : 管内商工会議所・商工会、管内建設協会

参加者募集中

第２部 （15:00 ～ 16:30）
ワークショップ 自社の強みと参入可能性を探る

① 組立・設置（電気・陸上工事）
② 運用・メンテナンス
③ 港湾工事及び関連事業
④ 人材育成




